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柿
■江戸時代に甲斐国の代表的な８種の果
物を総称した甲斐八珍果(かいはっちんか)
のひとつに数えられる柿。これらの果物
は、江戸時代、甲州街道を通って江戸に
運ばれ幕府へ献上されるなど、人々に珍
重されたそうです。■先日ある人から
「今年の柿は葉が早いうちに落ちてしまっ
た。柿も同じだ」という話を聞きました。
さて、みなさんのところはいかがでしょ
うか。■収穫も終わった柿の木に１個、
ぽつんと残された実。「あれは鳥にあげる
ために残しているんだ」と小さい頃、お
じいちゃん、おばあちゃんから聞いたこ
とがあるかもしれません。これは昔から
ある慣習で、「木守（こもり）柿」と言われ
るものです。「来年もよく実りますように」
という意味で残しておくそうです。また
は鳥たちへのお裾分けという意味もある
と言う人もいます。

今月の表紙は菖蒲沢地区で見た柿です。

甲斐市の人口　74,272人（－24）

住民基本台帳人口72,869人（－40） 男性36,414人（－31） 女性36,455人（－9）
世帯数27,702世帯（＋2） 外国人登録人口1,403人（＋16） （ ）内は前月比

（平成18年９月末現在）
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玉幡公園玉幡公園（ Kai・遊・パーパーク） 玉幡公園（ Kai・遊・パーク） 
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（単位：千円） 

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 実質収支 翌年度へ繰越 
すべき財源 会　　　計　　　名 

一 般 会 計 

国民健康保険特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計 

介 護 保 険 特 別 会 計 

住宅新築資金等貸付 
事 業 特 別 会 計 

簡易水道事業特別会計 

地 域 し 尿 処 理 施 設 
特 別 会 計 

農 業 集 落 排 水 事 業 
特 別 会 計 

宅地開発事業特別会計 

下水道事業特別会計 

合　　　　計 

24,564,485 

5,625,250 

4,396,889 

2,220,353 

15,786 

116,535 

22,788 

11,525 

754,152 

2,648,545 

40,376,308

22,881,260 

5,490,554 

4,394,885 

2,212,661 

15,195 

116,436 

21,428 

10,975 

754,152 

2,631,316 

38,528,862

1,683,225  

134,696  

2,004  

7,692  

591  

99  

1,360  

550  

0  

17,229  

1,847,446 

1,506,465 

134,696 

2,004 

7,692 

591 

99 

1,360 

550 

0 

17,229 

1,670,686

176,760 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

176,760

平成17年度 甲斐市会計別総括表
各
会
計
の
決
算
額
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

２
４
５
億
６
、４
４
８
万
５
、２
９
４
円
、

歳
出
２
２
８
億
８
、
１
２
５
万
９
、
７
１

１
円
。

一
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計
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年
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り
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源
１
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７
６
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へ
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３
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７
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し
た
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０
０
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借
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ま
し
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一
般
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計
の
歳
出
は
、
土
木
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・
９
％
で
、
続
い
て
民
生
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が
22
・

７
％
を
占
め
ま
し
た
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平
成
17
年
５

月
号
広
報
誌
の
17
年
度
当
初
予
算
記
事

と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
）

歳入総額 
24,564,485
（千円） 

市税（31.6％） 
　7,754,554県支出金（4.6％） 

1,139,139

繰入金（3.9％） 
944,823

繰越金（3.8％） 
941,120

分担金及び負担金（3.0％） 
735,133

地方消費税交付金（2.5％） 
617,859

地方譲与税（1.9％） 
475,580

諸収入（1.4％） 
338,268

地方特例交付金（1.2％） 
288,604

ゴルフ場利用税交付金(0.1％） 34,556
利子割交付金(0.2％） 52,462
自動車取得税交付金（0.5％） 123,196
使用料及び手数料（1.0％） 245,302

財産収入（0.1％） 14,137
寄附金(0.0％） 131

配当割交付金（0.1％） 17,535
交通安全対策特別交付金(0.1％） 18,844
株式等譲渡所得割交付金(0.1％） 30,099

国庫支出金 
（10.6％） 
2,609,239

地方交付税（16.9％） 
　4,163,404

市債（16.4％） 
4,020,500

歳出総額 
22,881,260
（千円） 

土木費（22.9％） 
　5,242,870

総務費（9.6％） 2,201,891

農林水産業費（4.2％） ９49,229

消防費（3.8％） 874,576

諸支出金（2.2％） 509,303

災害復旧費（0.0％） 0
労働費（0.2％） 48,207
議会費（1.3％） 291,765
商工費（1.8％） 413,940

教育費（11.0％） 2,515,087
民生費（22.7％） 
5,196,420

公債費（12.0％） 2,742,178

衛生費（8.3％） 1,895,794
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（単位：千円） 

収　　　　入 支　　　　出 

収 益 的 収 入 及 び 支 出  

資 本 的 収 入 及 び 支 出  

903,327 

159,738

761,231 

476,855

資本的収入額が資本的支出額に不足する額317,117千円は、過年度分損益勘定留保資金58,308千円、当年度分損益勘定
留保資金150,103千円、減債積立金20,000千円、建設改良積立金80,000千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的
収支調整額8,706千円で補てんした。 

平成17年度甲斐市水道事業会計決算

竜王駅周辺整備事業

クラインガルテン整備事業

玉幡地区拠点公園整備事業

市民憲章制定事業

甲斐市総合計画策定事業

釜無川レクリエーションセンター増改築事業

竜王南児童館建設事業

双葉中学校プール整備事業

双葉第一分団消防詰所新築事業

14億5,661万円
竜王駅周辺整備用地取得、
竜王駅北通り線橋梁下部工
事、竜王駅南北自由通路お
よび橋上駅舎実施設計ほか。

3億98万円
クラインガルテンクラブハ
ウス建設および休憩施設付
き市民農園17区画建設。

17億7,625万円
屋内プール建設工事、公園
管理棟・時計塔建設工事、
案内標識、公園サイン設置
工事、公園植栽工事など。

28万円
起草委員会を設置し、市民から単
語・文を募集。市制１周年記念式
典で公表。公共施設などに掲示。

1,518万円
平成18年度から28年度までの
10年間のまちづくりの指針を策
定。審議会・専門部会を設置、住
民アンケートなども実施した。

1億9,841万円
浴室に露天風呂、サウナを設
置。また、施設内にエレベー
ターを設置、内外装を改修し
リニューアルを図った。

1億4,986万円
竜王南小学校区の児童館と
して建設。鉄筋コンクリー
ト平屋建。延床面積約447
平方メートル。

7,130万円
老朽化に伴い改修。プール本
体をFRP製に。フェンス改修、
プールサイド塗装、付属棟増
設工事、ろ過装置改修などを
行う。

2,523万円
中央自動車道双葉サービス
エリア東に建設。鉄骨造２
階建。延床面積約115平方
メートル。１階消防車輌車
庫、２階詰所。

そのほか……
○コミュニティバス試行運行（平成17年4月～）○各種福祉
助成・支援事業○次世代支援事業としてファミリーサポート
センターを設置。○予防接種・乳児健診などの母子保健事業、
総合健診などの健康推進事業○中巨摩・峡北広域行政事務組
合への負担金（ゴミ処理等）○各種イベントの開催○道路・
河川の改良・改修工事など。
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自動交付機をご利用ください

窓口業務がお休みの日・証明窓口が混雑して
いるときなどに便利です。

発行できる証明
住民票・印鑑証明書・最新年度の所得証明・最新
年度の市県民税課税(非課税)証明(なお、古い年
度の証明や児童手当・児童扶養手当用の所得証明
は自動交付機では発行できません)
発行できる時間
平日　午前８時45分～午後７時
土・日・祝日　午前８時45分～午後５時
(年末・年始は停止します)
利用できるカード
市民カード(暗証番号の登録がされている)
旧町のカードは使用できません。平日各庁舎市民
課窓口で市民カードに切替る必要があります。切
替済であっても暗証番号の登録がされていないと
使用できません。
■問い合わせは…
市民課（竜王庁舎１階）
055（278）1664

敷島支所市民課（敷島庁舎１階）
055（277）3112

双葉支所市民課（双葉庁舎１階）
0551（20）3650
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■
問
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合
わ
せ
は
…

駅
周
辺
整
備
室（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）１
６
６
７

11
月
５
日（
日
）の
初
電
か
ら

竜
王
駅
構
内
の
動
線
が

変
わ
り
ま
す

竜
王
駅
南
北
自
由
通
路
お
よ
び
橋
上

駅
舎
の
建
築
に
伴
い
、
上
り
線
に
つ
い

て
は（
仮
）こ
線
橋
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間
中
は
、
利
用
者
の
方
々
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

動線計画図 竜王駅 

利用者動線 

長野方面 （仮）こ線橋 

上りホーム 

下りホーム 

仮囲い 

既設こ線橋 
11月取壊し 東京方面 

N

仮囲い 

利用者動線 

仮駅舎 仮囲い 

仮囲い 

中
央
自
動
車
道
 

竜王駅 

竜王駅南口線（2工区） 

竜王駅北通り線（1工区） 

竜
王
駅
北
通
り
線
道
路
新
設
工
事

（
１
工
区
）に
着
手
し
ま
す
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11
月
は『
全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
』

全
て
の
青
少
年
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て

月
間
重
点
事
項

○
青
少
年
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進

○
食
育
の
推
進

◆
青
少
年
の
育
成
は
、
大
人
一
人
ひ

と
り
の
責
務

大
人
自
身
が
、
青
少
年
の
問
題
は
大

人
社
会
の
問
題
の
反
映
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
大
人
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
見
直
し
て
み
る
と
と
も
に
、
社
会
の

基
本
的
な
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
身
を
も

っ
て
伝
え
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
示
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の

育
成
を

地
域
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
励
ま
し
、

と
き
に
は
注
意
し
た
り
す
る
こ
と
、
有

害
な
情
報
や
環
境
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
こ
と
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人
々
が

様
々
な
地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。

◆
青
少
年
の
皆
さ
ん
へ

・
自
分
を
み
が
こ
う

・
他
人
を
大
切
に
し
よ
う

甲
斐
市
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会

青
少
年
育
成
甲
斐
市
民
会
議
お
よ
び

甲
斐
市
各
地
区
民
会
議
で
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
26
日（
日
）午
後
１
時
受
付
　

午
後
１
時
30
分
開
始

（
講
演
は
午
後
３
時
開
演
予
定
）

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容

市
内
小
中
学
生
に
よ
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
等
優
秀
作
品
の
表
彰
、

弁
論
発
表
、
教
育
講
演
会

講
演
「
食
育
推
進
の
す
す
め
〜
大
切

な
も
の
を
失
っ
た
日
本
人
〜
」

講
師

服
部
料
理
学
園
理
事
長

服
部
幸
應
さ
ん

※
当
日
は
座
席
に
限
り
が
あ
る
の
で
午

後
１
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

郵便による不在者投票
みなさんの価値ある一票を無駄にしないよう、
選挙の豆知識をシリーズで掲載します。
投票は、投票所でするのが原則ですが、身体の
障害、入院中、遠隔地に滞在中など、投票所へ行
けない人のための不在者投票の制度があります。
今月は重度の障害などで歩行や外出ができない人
のため、郵便により自宅で投票できる投票の制度
についてお知らせします。
■郵便投票の対象者は
障害者手帳などをお持ちで、一定の障害が認定
されている人です。さらに一定の要件に該当する
場合で、自分で書くことができない人には、家族
などが代わりに記載することができる「代理投票」
の制度もあります。
■郵便で不在者投票するには
市の選挙管理委員会が発行する「郵便投票等証
明書」の交付を受けておく必要があります。また、
代理投票に該当する場合も「代理記載人となるべ
き者」の届出が必要です。この証明書の交付を受
けておくと、選挙があるときには選挙管理委員会
から書類が送られてきて、郵便で投票することが
できます。これらの手続きは郵便で行うため、一
定の日数が必要です。選挙の間近になると投票に
間に合わないこともありますので、あらかじめ証
明書の交付手続を済ませておきましょう。

郵便投票ができる人

※上記のうち「代理投票」に該当するのは、身体障害者
手帳で上肢または視覚障害が１級、戦傷病者手帳で上
肢または視覚障害が特別項症から第２項症の人です。

障害等の区分 障害の程度 

身体障害者 
手　　　帳 

戦 傷 病 者 
手　　　帳 

介護保険の 
被保険者証 

障 害 の 種 類  

両下肢・体幹・移動機能 

免疫の障害 

心臓・じん臓・呼吸器・ 
ぼうこう・直腸・小腸 

両下肢・体幹 

要介護状態区分 

心臓・じん臓・呼吸器・ 
ぼうこう・直腸・小腸 

１級または 
２級 

１級または 
２級 

１級から 
３級 

特別項症から 
第２項症 

特別項症から 
第３項症 

要介護５ 

■問い合わせは…
甲斐市選挙管理委員会事務局
(総務課：竜王庁舎３階)
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
055（278）1661 055（276）7216

服部幸應さん
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肥料を上手に使うための知識
（石灰・苦土その２）

10月号で石灰、苦土肥料の施肥目的は、

カルシウム・マグネシウムの栄養補給と、

酸性化した土壌の矯正（アルカリ化）であ

ることを説明しました。しかし、これらの

元素不足による栄養不良の例は、あまり見

られませんので、毎年の施肥は「酸性土壌

の矯正」が主な目的と言えるでしょう。

なぜ土壌は酸性化するのでしょうか。

その理由は、①大気汚染によるちっ素酸化

物、または炭酸ガスが雨水などに溶け出し、

酸性化した水が灌水に使われる。②ちっ

素・リン酸・カリなどの肥料成分は、分解

時に硫酸・塩素を土壌中に残す。またアン

モニアは一部が硝酸に変化し、土壌を酸性

化する。③土の中に伸びている根、堆肥・

落葉を分解する微生物、小さい虫、等の呼

吸による炭酸ガスが水と化合して炭酸にな

る。などです。

これらの理由による酸性化を矯正するた

めに必要な石灰量が、苦土石灰・炭酸カル

シウムなどでは10～15ｇ／土壌10㎏、ま

たは100～150ｇ／㎡になるわけです。ち

っ素・リン酸・カリなどの肥料をたくさん

施肥する土壌では、これよりも20～30％

多く使う必要があります。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんで

いる、また始めてみたいという人の相談や

疑問に、市の園芸アドバイザーがお答えし

ます。お気軽にご相談ください。

■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）

〒400-0192 甲斐市篠原2610番地

甲斐市役所（竜王庁舎2階）

055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

●
百
楽
泉
へ

㈲
双
葉
電
気
が
、
32
型
東
芝
テ
レ
ビ
　
１

台
（
１
０
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
甲
斐
市
へ

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
中
巨
摩
学
園
第
19

期
生
・
第
20
期
生
一
同
が
、
桜
の
苗
木

（
５
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
北
児
童
館
へ

山
本
文
子
さ
ん
（
中
下
条
）
が
、
ピ
ア
ノ

（
３
０
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
双
葉
東
小
学
校
へ

金
澤
賢
治
さ
ん
（
下
今
井
）
が
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
　
１
台
（
１
７
、
０
０
０
円
相

当
）

●
し
き
し
ま
幼
稚
園
へ

（
社
）山
梨
県
造
園
建
設
業
協
会
が
、
園
庭

の
芝
生
植
栽
　
２
０
０
㎡
（
７
０
０
、
０

０
０
円
相
当
）

【
寄
付
】

市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
様
々
な
緑
化
推
進
事
業
や
公
共
施
設
の
緑
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
住
宅
や
事
務
所
、
店
舗
な
ど
の
民
間
施

設
に
つ
い
て
も
「
甲
斐
市
緑
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で
『
緑

化
基
準
』
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
築
行
為
を
行
う
際
は
、

敷
地
の
面
積
に
応
じ
た
緑
地
の
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
基
準
は
既
存
の
建
築
物
等
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
緑
の
創
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■民間施設の緑化基準 

敷地の面積 甲斐市の緑化基準 

注） １.事業者や個人が設置する住居、賃貸住宅、事務所、店舗等の 
　　　敷地に適用 
 ２.緑地可能面積＝敷地面積－(建築面積＋付属施設面積) 
 ３.付属施設面積：駐車区画や機械器具置場など緑地確保が困 
　　　　                難な敷地面積 

敷地の面積が 
1,000m2未満 

敷地の面積が 
1,000m2以上 

緑地可能面積の 
10％以上の緑地 

緑地可能面積の 
20％以上の緑地 

■問い合わせは…
緑化推進課（竜王庁舎２階） 055（278）1671

住
宅
や
事
業
所
な
ど
の
建
築
時
は
市
が
定
め

住
宅
や
事
業
所
な
ど
の
建
築
時
は
市
が
定
め

た｢

緑
化
基
準

緑
化
基
準｣

に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
に

に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

住
宅
や
事
業
所
な
ど
の
建
築
時
は
市
が
定
め

住
宅
や
事
業
所
な
ど
の
建
築
時
は
市
が
定
め

た｢

緑
化
基
準

緑
化
基
準｣

に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
に

に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

住
宅
や
事
業
所
な
ど
の
建
築
時
は
市
が
定
め

た｢

緑
化
基
準｣

に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

緑
地
の
確
保

緑
地
の
確
保 

緑
地
の
確
保

緑
地
の
確
保 

緑
地
の
確
保 



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 11月20日（月）

・学校体育施設（12月分） 午後７時～
・社会体育施設（ １月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 11月24日（金）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（12月分）
・社会体育施設（ １月分）

※敷島総合運動公園多目的運動場につきましては芝　
生養生のため、12月～１月31日まで休場します。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

T・Bゴルフ大会でナイスショットが続出
９月24日（日）釜無川スポーツ公園において、第３

回ターゲットバードゴルフ大会が開催されました。
当日は晴天に恵まれ、市内から集まった38名が熱戦
を繰り広げました。結果は次のとおりです。（敬称略）
シニアの部
優勝 清水収（55）
準優勝 依田利子（60）
３位 志村豊子（63）
ゴールドシニアの部
優勝 志村明夫（54）
準優勝 伊藤かず江（55）
３位 芦沢亨（62）
※カッコ内はスコア

第59回山梨県体育祭り結果報告
第59回山梨県体育祭り（冬季、夏季、秋季）が９月

24日に閉会しました。本市からは、40競技530名が
出場し市の部、第２
位と健闘しました。
本市の成績は次のと
おりです。
上位入賞種目
優勝 男子：柔道、
テニス、空手道　

女子：ソフトテニス、
バレーボール、バスケ
ットボール
準優勝 男子：水泳、
ソフトボール、卓球、
剣道、ボウリング　
女子：バドミントン
第３位 男子：野球、

バスケットボール、ゲート
ボール　女子：陸上競技、
ゲートボール、ソフトボー
ル、テニス、グラウンドゴ
ルフ

また、開会式の席上、山梨県体育功労者の表彰が
行われ、本市からは10名が長年の功績によって表彰
されました。おめでとうございました。

9

中込　助雄さん

野球、ソフトボールの
指導者として競技の普及
に尽力。市ソフトボール
協会副会長として組織の
強化に努める。

遠藤　俊郎さん

日本体育協会公認スポ
ーツ指導者として指導者
を養成。ビーチバレーの
導入など、競技の普及、
発展に寄与した。

増尾　行広さん

ラグビーの県内クラブ
チームの選手、指導者と
してけん引的な役割を果
たす。県協会副理事長と
して普及、強化策を推進。

小林　富徳さん

新聞記者としての野球
取材の経験を生かし、県
野球協会の取りまとめや
運営の充実に努め、競技
の発展に寄与。

武本　富造さん

県自転車競技連盟の体
制づくりに貢献。現在も
理事として競技力向上、
大会の充実を図るなど、
競技の発展に尽くす。

太田喜久男さん

スポーツ少年団の指導
者、役員として青少年の
スポーツ振興に寄与する
とともに、心身の健全育
成に努めた。

輿石　歓次さん

ライフル競技の国体優
勝などの経験を生かし後
輩の指導に尽力。ビーム
ライフルでは優秀な選手
を数多く輩出した。

守山　雅之さん

長年、県高体連理事と
して、連盟の発展に寄与。
またテニス専門部副委員
長、会誌編集委員長とし
て功績を残した。

小池　文彦さん

県空手道連盟常任理
事、審判部会長を歴任、
運営や審判員育成に貢
献。現在も事務局長とし
て競技発展に尽力する。

小林久美子さん 県バスケットボール協会理事として運営に携わり、各　
種事業の中心的立場で活躍。国体、インターハイの成　
功にも貢献。

※顔写真は、ご本人の要　
望により掲載省略。

山梨県体育功労者　受賞のみなさん



市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など毎月紹介していきます。

10

古村区（今川洋一郎区長）
「ふるさとまつり」
山県大弐の遺徳を偲ぶ「柳荘大弐学
問祭り」が９月23日に開催されました
が、同じ場所で同じ時、地元古村の
「ふるさとまつり」も行われています。
これは、平成元年から行われてい

るもの。現在900世帯、2,400人を超え
る住民が住む自治会ですが、昔から
の世帯は40軒ぐらい。このような状
況の中で、新旧住民の親睦、融和を

図り、区がひ
とつになるこ
とを目的に始
められたもの
がこの「ふ
る さ と ま
つり」で
す。祭り
の実行委

員を中心に、区の役員、組長、育成会や婦
人部、消防団、それに長寿会などさまざまな
組織が協力して夏ごろから準備を始めてい
ます。
祭りの２週間ほど前の土日には

飾り付けが行われ、区内の道路
に提灯が張り巡らされます。
距離にして約４キロメー
トル、約800個の提灯
が飾り付けられます。
そして前日の22日夕
方からは宵祭り。古
村の神輿が区内を練
り歩き、山県神社前広
場に建てられた舞台では、

プロ歌手のステ
ージやビンゴゲー
ム、カラオケなど
が行われました。
祭り当日は、古
村神輿が学
問神輿と渡
御するとと
もに、地元
の子どもた
ちの神輿も
練り歩きま
した。

菖蒲沢区（飯室秀彦区長）
「八幡宮の祭典」
菖蒲沢の地名は、この沢が菖蒲の
名所だったからという訳ではありま
せん。名前の由来は、ここの沢を流
れる東川の様子、細流を意味する古
語のショウブからだといわれていま
す（双葉町史）。
菖蒲沢には、古くからこの地に住

むみなさんが伝えてきたまつりが春
と秋にあります。山の神と八幡宮の

まつりです。いつ頃からなのか、実は菖蒲沢
では、明治時代以前、集落の全戸が焼ける大
火災が２度ほどあり、その折、過去帳を含め
記録したものが焼失してしまったそうです。

この２つの祠は、山の中に隣り合わ
せで鎮座しています。八幡宮は元々集
落東の川の崖上にありましたが、崩落
のためこの地に移しました。

八幡宮
は農の神
であり、
ま つ り
は秋の収
穫祭のよう

な 性
格のもの。五穀豊穣に感謝
し、まつりが行われてき
ました。
昔は、宵祭りもあり、

村外に住んでいる人もこ
の日は実家に帰ってきたり、

広場では青年団による演芸会や
露天も立ち、
たいへん賑やか

なものだったそうで
す。
現在も、氏子のみ

なさんを中心に続け
られているまつり。
区に伝わるお祭りで
もあり、子どもたち
も参加できるように
と、育成会が中心と
なって、地元の人が
作ってくれた御輿を
子どもたちが担いで
区内を回ります。

自
治
会 

祠には、各戸から１合ずつ餅
米を集めついた大きなお供え
餅が飾られます。



阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
ヒ
ノ
キ
材

の
寄
木
造
り
高
さ
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
台
座

上
に
結
跏

け
っ
か

趺
坐
ふ

ざ

（
あ
ぐ

ら
を
か
き

左
右
の
腿

の
上
に
そ

れ
ぞ
れ
反
対
の
足
を
の

せ
る
座
り
方
）
し
て
い

ま
す
。
応
永
30
年
（
１

４
２
３
）
の
銘
が
あ
り

室
町
時
代
の
貴
重
な
彫
刻
で
す
。

五
百
羅
漢
像
は
一
木
造
り
の
立
像

で
、
表
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
像

底
に
応
永
31
年
（
１
４
２
４
）
と
書
か

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
初

は
彩
色
が
施
さ
れ
、
羅
漢
寺
山
山
中

の
祠
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

多
く
の
像
が
失
わ
れ
、
現
在
は
御
岳

昇
仙
峡
の
羅
漢
寺
境
内
の
保
管
庫
に

阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
と
も
に
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

六
地
蔵
幢
は
、
甲
斐
市
亀
沢
に
あ

る
天
沢
寺
の
門
前
に
あ
り
ま
す
。
幢

の
形
は
、
上
か
ら
宝
珠
・
笠
・

龕
部
が
ん
ぶ

・
中
台
・
幢
身
（
竿
）
・
基
礎
か

ら
な
り
、
龕
部
の
中
を
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
人
々
を
苦
し
み
か
ら
救
っ
て

く
れ
る
と
い
わ
れ
る
六
地
蔵
が
納
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
宝
珠
部
分
に
は
五

輪
塔
の
空
風
輪
が
転
用
さ
れ
、
龕
部

は
後
世
に
お
い
て
補
わ
れ
た
も
の
で

す
。
幢
の
高
さ
は
、
２
・
２
５
メ
ー

ト
ル
を
測
り
ま
す
。
幢
身
は
六
角
柱

に
近
く
、
そ
の
一
面
に
は
「
応
永
三

十
三
年
丙
午
五
月
十
二
日
大
旦
那
妙

性
敬
白
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
応
永
33
年
（
１
４
２

６
）
に
妙
性
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た

事
が
わ
か
り
ま
す
。

北
巨
摩
一
体
か
ら
甲
府
盆
地
周
辺

に
か
け
て
数
多
く
の
中
世
六
地
蔵
幢

が
点
在
し
ま
す
が
、
造
ら
れ
た
年
が

記
さ
れ
た
も
の
は
少
な
く
、
造
立
期

の
部
材
が
あ
る
程
度
そ
ろ
い
、
全
体

の
形
態
が

ほ
ぼ
把
握

で
き
る
点

に
お
い
て

も
貴
重
な

遺
品
と
い

え
ま
す
。

郷
倉
は
江
戸
時
代
に
年
貢
米
の
保

管
と
凶
作
の
際
の
食
料
危
機
に
備
え

て
、
貯
蔵
機
能
を
果
た
す
公
共
の
倉

庫
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

下
菅
口
の
郷
倉
は
、
桁
行
２
・
８

メ
ー
ト
ル
、
梁
間
２
・
４
４
メ
ー
ト

ル
で
、
中
央
に
引
戸
が
設
け
ら
れ
た

土
蔵
づ
く
り
で
す
。

建
築
年
代
は
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
後
期
文
政

〜
天
保
の
頃
（
１
８
１

８
〜
１
８
４
４
）、
あ

る
い
は
や
や
後
の
建
築
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

郷
倉
は
、

明
治
以
降
廃

絶
し
た
も
の

が
多
く
上
菅

口
の
郷
倉
と

同
様
、
貴
重

な
民
俗
資
料

で
す
。
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下
菅
口

し
も
す
げ
ぐ
ち

の
郷
倉

ご
う
ぐ
ら

山
梨
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

昭
和
39
年
９
月
９
日
指
定

木
造
も
く
ぞ
う

阿
弥
陀
如
来

あ
み
だ
に
ょ
ら
い

坐
像
ざ
ぞ
う

１
躯

木
造
も
く
ぞ
う

五
百
ご
ひ
ゃ
く

羅
漢
像

ら
か
ん
ぞ
う

１
５
４
躯

山
梨
県
指
定
彫
刻

昭
和
59
年
11
月
８
日
指
定

天
沢
寺

て
ん
た
く
じ

六
地
蔵
幢

ろ
く
じ
ぞ
う
ど
う

山
梨
県
指
定
建
造
物

昭
和
48
年
４
月
８
日
指
定
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●竜王会場
一般向け
○朗読をあなたに
日時 11月４日（土）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館視聴覚室
内容 桐野夏生著「魂萌え！」

ほか
出演 清水章子氏、横内藤子氏他
児童向け
○カエルのおもちゃ箱劇場
～フロッグ・トイ・シアター～
日時 11月３日（金）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館視聴覚室
内容 おはなし、工作など
出演 植松光宏氏、職員　他
○キッズぷらねっと拡大版　
～ききみみずきんのおはなし会～
日時 11月４日（土）

午前10時30分～正午
場所 竜王図書館会議室
内容 どうぶつのおはなし
○アリスの部屋のおはなし会
日時 11月５日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館会議室
内容 大型絵本、パネルシアター、

工作など

出演 アリスの部屋
○古本と雑誌のバックナンバー市
日時 11月３日（金）～５日（日）

午前10時～午後４時
場所 竜王図書館前
内容 古本と雑誌のバックナンバー

（2002年４月～2003年３月）
どれでも10円でどうぞ

○フリーマーケット（※雨天中止）
日時 11月３日（金）～５日（日）

午前10時～午後４時　
場所 竜王図書館前
●敷島会場
○ライライくんのスタンプラリー
日時 10月27日（金）～11月29日（水）
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 色々な本を読んで「図書館

はかせ」になろう。読み終
わって良かった本をお友だ
ちにしょうかいしてね。ス
タンプを５コ集めると手作
りのきねんひんがもらえる
よ。

●双葉会場
○「こどもにすすめたい本」と「一

般向け秋にすすめたい本」
の展示

期間10月27日（金）～11月９日（木）

○秋のおはなし会
日時 11月４日（土）午後１時30

分開演（午後１時開場）
場所 双葉図書館視聴覚室
内容 読み聞かせ、ペープサート、

上映会　アニメ映画「長靴
をはいた猫」など

出演 ピッピの会、職員

～ライブ・フェスタ・甲斐2006～図書館まつり

“絵本の育て方
－絵本を読むこと、作ること－”
日時 11月15日（水）午後２時
場所 竜王図書館視聴覚室
内容 絵本の作り手として、絵

本に込める読者への思
い、作品を生み出す背景
などを語る。講演会終了
後、作品（書籍）販売およ
びサイン会を予定。

■申し込みは…
山梨県教育委員会社会教育課　
055（223）1771
055（223）1775

※駐車場に限りがありますので、自家用
車でのご来館はご遠慮ください。

絵本作家いとうひろし氏講演会



日時 11月２日（木）、16日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 11月２日（木）、16日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 11月４日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター

日時 11月18日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 11月９日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 11月16日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー「きのね」宮尾登美子、「或

る夜」平林たい子ほか
板前　ねの会

日時 11月９日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど
※第４木曜日の「こぐまちゃんの
おへや」は図書館休館日のため、
おやすみとなります。

日時 11月11日（土）、25日（土）
午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
対象 ３歳～９歳
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 11月18日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ 乗り物いろいろ
内容 お話、ブックトーク、工作

内容 読み聞かせ、手遊び、パネ
ルシアターなど

日時 11月11日（土）、25日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

内容 『ウォレスとグルミット
野菜畑で大ピンチ！』
2005年／イギリス・アメリ
カ／85分／アニメーション
監督／ニック・パーク　他

日時 11月11日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200名　
日時 11月12日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 敷島総合文化会館大ホール　
定員 先着270名　

内容 『つる』1988年／日本／
93分　監督／市川崑　主
演／吉永小百合、野田秀樹、
菅原文太　他

日時 11月25日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200名　
日時 11月26日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 双葉図書館　２階視聴覚室　
定員 先着50名　

(

み
ど
り
の
風
の
朗
読)

オ
フ
ト
ー
ク
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
20
日（
月
）か
ら
24
日（
金
）ま
で
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
み
ど
り
の
風
」の
み
な
さ
ん
に
よ
る
朗
読
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

上映会のお知らせ

13

おはなしのもり

開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

11月のおやすみ 定例休館日 6日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）、
勤労感謝の日　23日（木）
月末整理日 30日（火）
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●９月23日　柳荘大弐学問まつり　

竜王図書館視聴覚室に県の環境アドバイザーを務める芦沢
公子さんを講師に招き、地球温暖化防止対策についての講演

が行われました。
地球温暖化の現状やその影響に

ついて講議を受け、参加した人た
ちは、その防止対策について自分
たちも身近にできることから取り
組んでいこうと気持ちを新たにし
ていました。

甲斐敷島梅の里クラインガルテンのクラ
ブハウスに、地元産の野菜や特産品を販売
する「ゆうのう市場」がオープンしました。
初日の17日には大勢のお客さんが新鮮

な野菜や手作りの漬け物などの加工品を買
い求め、レジには長蛇の列ができるほど。
生産者が栽培方法を説明する光景も見ら
れ、早くも地元農家と消費者の交流が図ら
れていました。「ゆうのう市場」は毎週日
曜日、午前９時から午後３時まで開かれて
います。

双葉地区の自主防犯組織「フタバ・クライム・プリベンション・
パトロール隊」（小田切千尋代表）は地域を自主パトロールする車両に
青色回転灯を装着し、児童の通学時間帯や夜間のパトロール活動を
展開していくこととしました。こうした自主防犯組織が地域パトロ
ールに青色回転灯装着の車両を使うのは県内で初めてになります。
15日は双葉庁舎前駐車場で出発式が行われ、日原韮崎警察署長よ

り小田切代表に委嘱状が交付されました。早速、青色回転灯を装着
した11台が地域の安全を守るため巡回に出発しました。

●10月８日　運動会でハッスル

●９月17日　新鮮野菜の直売　　
「ゆうのう市場」がオープン

清川地区ふれあい館グラウンドで、恒例の
運動会が開催され、お年寄りから赤ちゃんま
で地域のみなさん約130人が参加、真っ青な
秋空の下で親睦を深めました。競技は交流競
技のほか、４地域に分れての対抗競技もあり、
和気あいあいの中にも得点を競い合いまし
た。
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●９月28日　地球温暖化防止について学ぶ

江戸中期の学者・山県大弐をしのぶ恒例の柳荘大弐学問ま
つりが、山県神社周辺で行われました。
神輿が威勢よく参道を練り歩き紅白の「福餅」が沿道にまか

れ、仮装行列では、外国人として初めての大弐役に扮したネ
パール国籍のサティス・バストラさんが、門下生や弟子たち

を引き連れ「福鈴」を配
りながら歩きました。
また、信玄太鼓や神楽、
みゆきソコダイ踊りが
祭りの雰囲気を盛り上
げ、たくさんの出店が
立ち並び賑わいをみせ
ていました。

今年で２回目を向か
えた甲斐市敬老福祉大
会。会場の県民文化ホ
ールには、市内の高齢
者 や 障 害 者 な ど 約
1,300人が集いました。
アトラクションでは、
敷島中学校吹奏楽部が
全国レベルの演奏を披露するとともに、竜王北保育園児や日本
航空学園ウイングシアター、３B体操のみなさんのステージな
どあり盛りたくさん。みなさん、楽しいひとときを過しました。

●９月15日　青パト出発式

９月15日●
敬老福祉大会



平成17年４月から双葉サービスエリアで社会実験を進めてきたETC専用のインターが中
央自動車道のインターチェンジとして認められ運用を開始しました。このインターは、９月
21日（木）、国土交通省で廣瀬所長から藤巻市長に連結許可書が発行され
て正式に許可となり、10月１日から本格運用となったもの。名称は「双葉
スマートインターチェンジ」。また、運用時間も24時間となりました。利
用はこれまでどおり東京方面に限ったハーフインター。通行可能な車種も
軽自動車、普通自動車などとなっています。初日の10月１日には本格運用
を記念してテープカットが行われるとともに、サービスエリア内で地元信
玄太鼓保存会の演奏なども行われ、訪れたみなさんを楽しませました。

10月１日、今年で２回目の開催となる「ふるさとウォーク甲
斐市」に家族連れなど約600人が参加し、地域の歴史や自然に触
れながらおもいおもいにウォーキングを楽しみました。
今回は、旧双葉町エリアを巡る約8.6キロのコース。双葉スポ

ーツ広場をスタートし、色づく秋の田園風景やそばの花が見ごろ
のそば畑を眺めながら、チェックポイントの法喜院、光照寺、逸
見寺、法泉寺を目指しました。チェックポイントでは、市文化財
担当による説明を参加者は熱心に聞き入り、歴史文化に触れるこ
とにより、ふるさとの魅力を再発見していました。

●10月１日　ミュージカルに小中学生が挑戦
昨年に続き、プロの劇団員と市内の小中学生が共演するファ

ミリーミュージカルが双葉ふれあい文化館で上演されました。
２回目の今年は「トム・ソーヤ物語」。６月のオーディション

に合格した60人の小中学生が、この日の舞台のために劇団フジ
のメンバーからダンスや演技の厳しい指導を受けてきました。
午前と午後２回行われたステージでは、息の合ったダンスや

熱のこもった演技を披露。会場をうめた保護者や友だちから大
きな拍手が、いつまでも送られていました。

甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/

●10月１日　色づく秋の風景を散策
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双葉スマートICが24時間稼動に　10月１日●

●10月８日　ドラゴンフェスタ
今年も盛大にドラゴンフェスタが赤坂総合公園で開催されました。

大勢の人が会場に足を運び、様々なアトラクション、
スポーツフェスティバル、出店、花火コンサートと一日楽しみ
ました。



臨
時
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時
職
員
の
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

職
種

保
健
師
・
司
書

応
募
資
格

保
健
師
は
保
健
師
資
格
取

得
者
。
司
書
は
司
書
免
許
取
得
者
。

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
職
員
に
欠
員
等
が
生
じ
た
場

合
任
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

平
成
19
・
20
年
度
入
札
等
参
加
資
格

申
請
書
受
付

工
事
請
負
、
役
務
提
供
、
物
品
納
入

な
ど
市
と
取
引
を
行
う
に
は
、
入
札
等

参
加
資
格
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
は
、
平
成
19
年
１
月
か
ら
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
確
認
の
う
え
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。（
11
月
下
旬
掲
載
予
定
）

な
お
、
今
回
は
有
効
期
間
終
了
に
伴

う
新
規
登
録
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
社

（
者
）
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

財
政
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
５

や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
申
請
受
付

や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
は
、

県
内
の
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以

上
い
る
家
庭
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
協
賛
店

舗
な
ど
を
利
用
す
る
際
に
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
申
請
受
付
中

で
利
用
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申

請
し
て
い
な
い
対
象
家
庭
は
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
子
育
て
支
援
課

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

■
申
し
込
み
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

竜
王
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

双
葉
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は
水
道
の
使
用
量
が
多
い

こ
ん
な
と
き
は
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
。

ご
家
庭
に
引
き
込
ま
れ
た
水
道
管
か

ら
の
漏
水
は
気
づ
き
に
く
い
も
の
で
す
。

月
に
一
度
は
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

敷
地
内
の
漏
水
は
使
用
者
の
責
任
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
発
見
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
の
発
見
方
法

１
ご
家
庭
の
じ
ゃ
口
を
全

部
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

２
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
動
き
を
見
ま

す
。
止
ま
っ
て
い
れ
ば
漏
水
は
あ
り

ま
せ
ん
。
動
い
て
い
れ
ば
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
じ
ゃ
口
ま
で
の
ど
こ
か
で

漏
水
し
て
い
ま
す
。

※
漏
水
工
事
は
、
必
ず
甲
斐
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。水

道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
に
つ
い
て

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ

ー
を
無
料
で
お
取
り
替
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た

場
合
は
、
修
理
内
容
に
よ
っ
て
別
途
修

理
費
が
か
か
り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺
い
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

は
、
自
動
車
や
植
木
等
の
障
害
物
や
庭

で
の
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困

難
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
作
業
し

や
す
い
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬（
１
回
目
）

12
月
中
旬
〜
平
成
19
年
１
月
上
旬

（
２
回
目
）

対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬（
１
回
目
）

平
成
19
年
１
月
中
旬
〜
２
月
上
旬

（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
は
何
で
も
流
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

下
水
管
に
誤
っ
て
異
物
が
流
れ
込
ん

だ
た
め
に
、
汚
水
が
逆
流
し
て
ご
家
庭

の
下
水
道
が
使
え
な
く
な
る
事
例
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
接
続
し
て

も
、
何
で
も
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

雑
巾
、
軍
手
な
ど
の
布
類

下
水
管
が

つ
ま
り
下
水
道
が
使
え
な
く
な
る
の

で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙

水
に
溶
け
に
く
い
紙
は
、
下
水
管
が

つ
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
、
野
菜
く
ず

下
水
管
が

つ
ま
り
、
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

風
呂
、
洗
面
所
の
毛
髪
　
下
水
管
の
つ

ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目

皿
の
毛
髪
を
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

お
酒
、
シ
ン
ナ
ー

揮
発
性
が
高
い
物

質
な
の
で
、
爆
発
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
物
質

を
取
り
除
く
装
置
（
除
外
施
設
）
の
設
置

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

こ
の
制
度
は
、
く
み
取
り
便
所
を
水

洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水
道
に
接
続
す

る
工
事
を
行
う
使
用
者
に
、
最
高
７
万

円
の
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

便
所
の
悪
臭
や
ハ
エ
の
発
生
が
な
く
な

り
環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
下
水
道

へ
一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
の
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
別
々

の
お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
食
堂
や
授
乳
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
市
内
在
住
未
就
学
の
親
子

が
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
毎
週
火
・

水
・
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

火
・
水
曜
日

６
か
月
〜
１
歳
半
児
対
象

金
曜
日

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
11
日
（
土
）
も
開
催
し
ま
す
　

（
１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

楽
し
い
音
楽
や
歌
に
あ
わ
せ
て
体
を

動
か
し
、
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

11
月
24
日
（
金
）

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

定
員

15
名
（
予
約
制
）

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と〈
座
談
会
〉

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
と
の
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
で
、
子
育
て
の
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

11
月
29
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
愛
育
会
会
員

に
よ
る
託
児
あ
り

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

子
育
て
相
談

プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ

な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相
談
の

ほ
か
、
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す

子
育
て
相
談
専
用
電
話

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
登
録
案
内

育
児
の
援
助
活
動
を
地
域
に
お
い
て

会
員
間
で
行
う
組
織
で
す
。
子
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預
か
っ
て
く
れ

る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

援
助
の
主
な
内
容

保
育
施
設
、
学
童

の
送
迎
、
行
事
参
加
・
仕
事
を
休
め

な
い
時
の
預
か
り
な
ど

依
頼
会
員

市
内
在
住
、
生
後
３
か
月

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人

協
力
会
員

市
内
在
住
、
有
資
格
者
ま

た
は
講
習
会
に
参
加
で
き
る
人
で
理

解
と
熱
意
の
あ
る
人
（
自
宅
で
の
預
か

り
ま
た
は
送
迎
の
で
き
る
人
）

利
用
料
金

・
通
常
預
か
り

平
日
　
午
前
７
時
〜
　

午
後
７
時
　
１
時
間
７
０
０
円

・
特
別
預
か
り

土
・
日
・
祝
日
、

早
朝
深
夜
、
軽
度
の
病
気
　

１
時
間
８
０
０
円

※
１
回
の
依
頼
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り

２
０
０
円
の
助
成
（
１
回
の
助
成
対
象
は

３
時
間
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

平
成
19
年
成
人
式
日
程

来
年
の
成
人
式
は
成
人
の
日
前
日
の

日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
お
間
違
え
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）

受
付

午
前
９
時
〜

式
典
　
午
前
10
時
〜

場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象
者

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
前
記
対
象
者
で
、
成
人
式
の
企
画
に

参
加
し
運
営
す
る
成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
の
参

加
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

平
成
19
年
度
保
育
園
新
規
入
園
児
募
集

来
年
４
月
に
入
園
を
希
望
す
る
保
護

者
へ
、
申
込
書
等
関
係
書
類
の
配
布
を

行
い
ま
す
。

配
布
期
間

11
月
24
日
（
金
）
〜

配
布
場
所

敷
島
庁
舎
（
子
育
て
支
援

課
）、
竜
王
・
双
葉
庁
舎
各
地
域
課
、

市
内
各
保
育
園

※
入
園
申
込
お
よ
び
個
別
面
談
の
期
間

は
12
月
５
日
（
火
）
〜
15
日
（
金
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
広
報
12
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

第
３
回
甲
斐
市
サ
ッ
カ
ー
祭
り

参
加
チ
ー
ム
募
集

主
催

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

日
時

12
月
３
日
（
日
）

開
会
式
　
午
前
８
時
30
分
※
小
雨
決
行

場
所

敷
島
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場
他

参
加
資
格

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
男
子

チ
ー
ム
編
成

８
名
以
上
と
し
、
試
合
　

中
の
リ
エ
ン
ト
リ
ー
は
可
と
す
る
。

競
技
部
門

一
般
の
部

29
歳
以
下
４
名
、
30
歳
以

上
４
名
で
構
成
。
チ
ー
ム
は
支
部
単

位
と
す
る
が
、
３
支
部
ま
で
の
編
成

を
可
と
す
る
。

壮
年
の
部

40
歳
以
上
。
チ
ー
ム
は
支

部
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
由
編
成
と
す
る
。

参
加
料

無
料

申
込
方
法

11
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
申

込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
提
出

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

初
心
者
や
シ
ニ
ア
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時

11
月
15
日
〜
12
月
６
日
（
毎
週
水
　

曜
日
・
計
４
回
）
午
後
８
時
〜
10
時

場
所

竜
王
体
育
館

講
師

県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
指
導
員

対
象
者

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

定
員

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

持
ち
物

体
育
館
履
き

※
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
出
あ
り

申
込
締
切

11
月
14
日
（
火
）
ま
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
初
心
者

講
習
会
参
加
者
募
集

日
時

11
月
26
日
（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
　
※
小
雨
決
行

場
所

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

講
師

市
体
育
協
会

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
部
員

参
加
料

無
料

そ
の
他

用
具
の
貸
出
あ
り

申
込
締
切

11
月
17
日
（
金
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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第
２
回
県
外
文
化
財
め
ぐ
り（
歴
史
講
座
）

静
岡
県
掛
川
市
方
面
の
文
化
財
を
バ

ス
で
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

12
月
５
日
（
火
）

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分

集
合
場
所

竜
王
南
部
公
民
館
・
敷
島

総
合
文
化
会
館
駐
車
場
・
双
葉
ふ
れ

あ
い
文
化
館

参
加
料

７
、
０
０
０
円

定
員

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

コ
ー
ス

高
天
神
城
〜
掛
川
城
・
二
の

丸
美
術
館
・
掛
川
館
〜
竜
華
院

申
込
受
付

11
月
６
日
〜
　
午
前
９
時
〜
　

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

第
１
回
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室（
教
養
講
座
）

主
催

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
容

ク
リ
ス
マ
ス
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト

対
象

市
内
在
住
で
60
才
以
上
の
人

定
員

各
回
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

無
料
（
教
材
費
２
、
０
０
０
円

は
自
己
負
担
）

持
ち
物

切
り
花
用
ハ
サ
ミ
（
ナ
イ
フ
も
可
）

双
葉
教
室

日
時

11
月
22
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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敷
島
教
室

日
時

11
月
24
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

竜
王
教
室

日
時

11
月
29
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所
　
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

親
子
の
遊
び
教
室

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同
士

の
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
家
族

日
時

11
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

和
室

内
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
親
子
体

操
・
絵
本
の
紹
介
・
助
産
師
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
・
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
な
ど

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

参
加
料

無
料

定
員

30
組
（
完
全
予
約
制
）

申
込
受
付

11
月
６
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

サ
ロ
ン
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
閉

じ
こ
も
り
の
予
防
の
た
め
、
近
所
の
み

な
さ
ん
が
企
画
、
運
営
し
て
い
く
楽
し

い
仲
間
づ
く
り
の
活
動
の
場
で
す
。
今

回
は
サ
ロ
ン
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ
な
体

操
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
こ
の
機
会
に

気
軽
に
で
き
る
体
操
を
覚
え
て
地
域
で

の
活
動
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

サ
ロ
ン
に
興
味
の
あ
る
人

日
時

11
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ツ
ア
ー(

環
境
編)

て
ん
ぷ
ら
油
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
走

ら
せ
た
り
、
リ
ユ
ー
ス
カ
ッ
プ
で
マ
イ

カ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。
小
中
学
生
の
み

な
さ
ん
、
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
バ
ス

ツ
ア
ー
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

日
時

12
月
16
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

定
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

申
込
受
付

11
月
６
日
（
月
）
〜
30
日
（
木
）

受
講
料

無
料

持
ち
物

植
物
性
の
廃
油
（
当
日
燃
料
に

精
製
し
ま
す
）
・
筆
記
用
具

内
容

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
マ

イ
カ
ッ
プ
作
り
〜
昼
食
〜
バ
ス
移
動

〜
工
場
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
プ
ラ
ン
ト
見
学
〜

解
散
（
バ
ス
送
迎
・
昼
食
弁
当
有
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

落
語
で
学
ぶ
成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
人
の
た
め
に
、
法
律
面
や
生
活

面
で
支
援
す
る
身
近
な
し
く
み
で
す
。

落
語
家
の
桂
ひ
な
太
郎
師
匠
の
落
語
を

聞
い
て
、
笑
い
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

11
月
18
日
（
土
）

受
付

午
後
１
時
〜
　

開
演

午
後
１
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料
（
参
加
自
由
）

司
法
書
士
に
る
無
料
法
律
相
談

講
演
会
終
了
後
（
午
後
３
時
30
分
頃
）

成
年
後
見
制
度
の
利
用
、
遺
言
、
老
後

の
財
産
管
理
な
ど
の
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。
個
別
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

障
害
児（
者
）ク
リ
ス
マ
ス
会

み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

日
時

12
月
９
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

ア
ピ
オ
（
昭
和
町
西
条
３
６
０
０
）

対
象

障
害
児
（
者
）
と
そ
の
家
族

参
加
料

１
人
５
０
０
円

定
員

１
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
付
期
間

11
月
１
日
（
水
）
〜
13
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

第
２
回
甲
斐
市
文
化
協
会
文
化
祭

競
技
部
門
を
追
加
し
ま
し
た

●
競
技
部
門

（
か
る
た
）
11
月
４
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
和
室

■
問
い
合
わ
せ
は
…
文
化
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
中
部
公
民
館

展
示
「
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
」（
押
し
花
絵
）

期
間

11
月
７
日
（
火
）
〜
12
月
19
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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「
法
テ
ラ
ス
」の
ご
案
内

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ
ラ

ス
」
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た

め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
に
50

か
所
以
上
の
事
務
所
を
置
き
、
10
月
よ

り
次
の
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の
に
ど

の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
と
き
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

情
報
提
供

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

役
立
つ
情
報
の
無
料
提
供

民
事
法
律
扶
助

資
力
の
貧
し
い
方
の

た
め
の
無
料
相
談
や
、
裁
判
費
用
の

立
替
え

司
法
過
疎
対
策

弁
護
士
が
い
な
い
な

ど
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

難
し
い
地
域
で
の
適
切
な
料
金
で
の

法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

犯
罪
被
害
者
支
援

被
害
者
支
援
に
詳

し
い
弁
護
士
や
支
援
団
体
な
ど
に
関

す
る
情
報
の
無
料
提
供

国
選
弁
護
関
連
業
務

国
選
弁
護
人
を

確
保
し
、
捜
査
か
ら
裁
判
ま
で
一
貫

し
た
国
選
弁
護
体
制
の
整
備

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
一
般
相
談
）

（
０
５
７
０
）
０
７
８
３
７
４

（
犯
罪
被
害
者
相
談
）

（
０
５
７
０
）
０
７
９
７
１
４

法
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.houterasu.or.jp

■
問
い
合
わ
せ
は
…
日
本
司
法
支
援
　

セ
ン
タ
ー
山
梨
地
方
事
務
所

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

無
料
法
律
相
談

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま

す
。
手
元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、

相
談
内
容
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

11
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

12
名

（
１
名
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
30
分
）

担
当

山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

申
込
受
付

11
月
７
日
（
火
）

午
後
５
時
20
分
〜
５
時
30
分
ま
で
電

話
受
付
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

相
談
日
前
日
ま
で
の
業
務
時
間
内
で

受
付
）

※
無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ
る

予
約
制
で
す
。

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
丸
の
内
１
８
ー
５
・
県
民

情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律

事
務
所
（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

法
テ
ラ
ス
（
甲
府
市
中
央
１
ー
12
ー
37

イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
）

※
資
力
の
乏
し
い
人
に
限
ら
れ
ま
す

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

10
月
１
日
か
ら
地
域
生
活
支
援
事
業

の
一
部
と
し
て
相
談
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

障
害
者
（
児
）
ご
本
人
や
家
族
の
方
々

等
、
手
帳
の
所
持
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な

た
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
主
に
身
体
障
害
者（
児
）に
対
す
る
　
　

ご
相
談
は
…

（
福
）ぎ
ん
が
福
祉
会
び
ゅ
ー

甲
斐
市
竜
王
２
６
７
ー
３

・

０
５
５
（
２
７
８
）
０
１
８
８

※
な
お
、
毎
月
１
回
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室
Ａ

日
時

毎
月
第
２
金
曜
日
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
主
に
知
的
障
害
者（
児
）に
対
す
る
　

ご
相
談
は
…

地
域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
千
代
田

甲
府
市
下
帯
那
町
海
道
３
２
１
５
ー
１

０
９
０
（
４
５
４
０
）
３
９
５
５

青
い
鳥
支
援
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
下
飯
田
１
ー
５
ー
10

０
５
５
（
２
２
１
）
０
８
８
０

●
主
に
精
神
障
害
者（
児
）に
対
す
る

ご
相
談
は
…

支
援
セ
ン
タ
ー
み
さ
き

甲
府
市
美
咲
１
ー
８
ー
５

０
５
５
（
２
５
１
）
７
６
１
１

す
み
よ
し
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
住
吉
４
ー
11
ー
５

０
５
５
（
２
２
１
）
０
０
７
１

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

視
覚
障
害
教
育
相
談

相
談
会
・
ス
ク
ー
ル
共
に
目
の
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
人
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象

お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
人
、
成
人
し
て
か
ら
目

に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
人
な
ど

場
所

山
梨
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
２
ー
10
ー
２
）

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

日
時

12
月
２
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
談
料

無
料

申
込
受
付

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
　
12
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付

内
容
　
グ
ル
ー
プ
活
動
（
体
験
遊
び
、
講

演
会
な
ど
）
・
機
器
展
示
会
お
よ
び
盲

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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人
用
ロ
ボ
ッ
ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
・
希
望
者
学
校
見
学
ツ
ア
ー

申
込
受
付
　
グ
ル
ー
プ
活
動
・
学
校
見

学
ツ
ア
ー
は
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

込
　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

機
器
展
示
会
は
事
前
申
込
不
要
　

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
立
盲
学
校
　

視
覚
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

０
５
５
（
２
２
６
）
３
３
６
１

０
５
５
（
２
２
６
）
３
３
６
２

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

日
時

11
月
14
日
（
火
）
・
15
日
（
水
）

会
場

峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
　

・
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か

（
韮
崎
市
龍
岡
町
下
條
南
割
１
８
９
５
）

定
員

70
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

３
、
５
０
０
円

申
込
受
付

10
月
30
日
（
月
）
〜
11
月
２

日
（
木
）
峡
北
消
防
本
部
予
防
課
で
受
　

付
（
韮
崎
市
本
町
４
ー
９
ー
48
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

０
５
５
１
（
２
２
）
３
３
１
１

第
８
回
甲
府
地
区
幼
年
婦
人
消
防
大
会

幼
年
期
に
お
け
る
正
し
い
火
の
取
扱

い
と
、
幼
児
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の

根
絶
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
、

家
庭
内
に
お
け
る
火
災
予
防
お
よ
び
防

火
思
想
の
普
及
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

11
月
15
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

「
山
の
都
ア
リ
ー
ナ
」

（
甲
府
市
青
沼
３
ー
５
ー
44
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

甲
斐
市
ち
い
さ
な
旅

甲
斐
市
商
工
会
で
は
、
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
し
よ
う
と
市
内
を
巡
る
企
画

「
甲
斐
市
ち
い
さ
な
旅
」
の
第
２
回
目
を

実
施
し
ま
す
。

日
時

11
月
23
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）

集
合
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
前
駐
車
場

参
加
料

５
０
０
円
（
資
料
代
）

募
集
人
数

50
名

コ
ー
ス

敷
島
総
合
文
化
会
館
…
神
明
宮
…
大

塚
古
墳
…
板
地
蔵
…
（
一
の
堰
沿

い
・
水
車
小
屋
跡
）
…
車
地
蔵
…
道

祖
神
…
八
幡
神
社
…
西
町
商
店
街
…

敷
島
総
合
文
化
会
館

（
当
日
は
、
甲
斐
市
特
産
物
を
販
売

す
る
商
店
に
も
寄
り
ま
す
。）

そ
の
他

当
日
は
、
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
歩
き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
商
工
会

０
５
５
（
２
７
６
）
２
３
８
５

税
を
考
え
る
週
間

11
月
11
日
〜
17
日
は
、
税
を
考
え
る

週
間
で
す
。

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
、
住
み

や
す
く
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
社
会
共
通
の
費
用
を
ま
か
な
う

会
費
で
す
。

こ
の
機
会
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

税
に
関
す
る
書
道
展

期
間

11
月
８
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

場
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

期
間

11
月
９
日
（
木
）
〜
17
日
（
金
）

場
所

甲
府
駅
コ
ン
コ
ー
ス

税
に
つ
い
て
の
作
文
の
展
示

期
間

11
月
９
日（
木
）
〜
17
日（
金
）

場
所

韮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
相
談

期
間

11
月
11
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）

場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

こ
ど
も
税
金
教
室

期
間

11
月
11
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）

場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
変
わ
り
ま
す

来
年
４
月
か
ら
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
の
内
容
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

・
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲
の
拡
大

・
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利

益
取
扱
い
の
禁
止

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
措
置
義
務
化

・
企
業
名
公
表
や
個
別
紛
争
解
決
援
助

制
度
の
対
象
の
拡
大

・
過
料
の
創
設

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
労
働
局
雇
用
均
等
室

０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
９

人
と
企
業
出
会
い
の
場
２
０
０
６

〜
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
山
梨

新
規
・
成
長
分
野
企
業
等
と
求
職
者

を
対
象
と
し
た
情
報
提
供
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

対
象

一
般
求
職
者
、
未
就
職
既
卒
業
者
、

大
学
・
専
門
学
校
等
卒
業
予
定
者

日
時

11
月
７
日
（
火
）

午
後
12
時
30
分
〜
５
時

場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

内
容

（
１
）
講
演
会

演
題
「
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
そ
う
〜
人
生

は
プ
ラ
ン
ド
・
ハ
プ
ン
ス
タ
ン
ス

（
計
画
さ
れ
た
偶
然
）」

講
師

山
梨
学
院
大
学
就
職
・
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
課
長
　
土
橋
久
忠
さ
ん

（
２
）
企
業
と
の
個
別
説
明
会
・
面
接
会

（
３
）ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
４
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
相
談
コ
ー
ナ
ー

参
加
料
　
無
料

人
と
企
業
の
実
力
ア
ッ
プ
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
セ
ミ
ナ
ー

県
内
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
成

功
事
例
を
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

対
象

テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
人

甲
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日
時

第
１
回
　
11
月
14
日
（
火
）

第
２
回
　
11
月
16
日
（
木
）

各
回
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
梨
セ

ン
タ
ー
（
甲
府
市
中
小
河
原
町
４
０
３

ー
１
　
南
甲
府
警
察
署
前
）

定
員
　
40
名
（
先
着
順
）

受
講
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

独
立
行
政
法
人
　
雇
用
・
能
力
開
発
　

機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
４
２
）
３
０
６
１

独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故
対
策

機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

交
通
遺
児
等
の
育
成
資
金
貸
付
制
度

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
ま
た
は

重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
児
童

を
対
象
に
無
利
子
で
育
成
資
金
の
貸
付

を
す
る
制
度
で
す
。

貸
付
対
象
者
　
０
歳
か
ら
中
学
校
を
卒

業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
本
人

貸
付
申
込
者

そ
の
子
ど
も
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者

貸
付
金
額
（
一
人
に
つ
き
）

は
じ
め
に
一
時
金
15
万
５
千
円

貸
付
期
間
中
毎
月
２
万
円
　

小
中
学
校
に
入
学
の
際
支
度
金

４
万
４
千
円

貸
付
期
間

決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
の
月

返
還
方
法

割
賦
（
月
賦
・
半
年
年
賦
・

年
賦
か
ら
選
択
可
）
に
よ
る
20
年
以
内

の
均
等
払
い

返
還
時
期

中
学
校
卒
業
後
１
年
間
据

え
置
い
て
か
ら
返
還

返
還
猶
予

中
学
校
を
卒
業
し
て
高

校
・
大
学
時
に
進
学
し
た
場
合
は
、

在
学
期
間
中
は
猶
予

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
・
脊
髄

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度

の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、
移
動
・
食

事
・
排
泄
な
ど
日
常
生
活
動
作
に
つ
い

て
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
の
人
に
介
護
料
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

支
給
対
象
、
支
給
額
等
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策

機
構
山
梨
支
所

０
５
５
（
２
６
２
）
１
０
８
８

緑
化
セ
ン
タ
ー
収
穫
祭

主
催

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

日
時

11
月
４
日
（
土
）
・
５
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

内
容

や
は
た
い
も
、
明
野
の
大
根
等

県
内
各
地
の
農
産
物
・
名
産
品
の
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
も
ち
つ

き
大
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
６
）
２
０
２
０

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

日
時

11
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

山
梨
県
企
業
局
発
電
総
合
制
御
所

（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）

内
容

電
気
自
動
車
・
ソ
ー
ラ
ー
電
車
へ
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●「35ｔｈ　Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ堀内孝雄　　　　　　
リサイタルツアー２００６　～ＯＬＤ＆ＮＥＷ～」

日　時 11月12日（日） 午後５時30分開場　午後６時開演
料　金　 全席指定　前売り券4,500円　当日券5,000円　

●柄本明ひとり芝居「煙草の害について」
日　時 12月９日（土） 午後６時開場　午後６時30分開演
料　金 全席指定　前売り券2,000円　当日券2,500円

※各催し物のチケットはふれあい文化館事務室および、各プレイ　　
ガイドで販売中です。

●第２回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会出場者募集
日　　時 平成19年１月28日（日）午後１時開演
参加資格 甲斐市内に在住、または甲斐市内の会社に勤務してい　

る人で、団体・グループから推薦された人１組。
（個人での申し込みは受付いたしません。）

募集組数 30組（応募多数の場合は厳正なる抽選の上、結果を
連絡します。）

出演形態 ソロおよびデュオ
応募方法 市内各公民館、ふれあい文化館事務室に設置してある

応募用紙に必要事項を記入の上、
〒407-0105
甲斐市下今井230  双葉ふれあい文化館内
『第２回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会』
実行委員会事務局
まで、持参または郵送（当日消印有効）してください。

募集期間 11月１日（水）～ 30日（木）
受付時間は午前９時～午後５時
（ただし、月曜日は休館です）

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660
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の
体
験
乗
車
・
人
力
発
電
コ
ー
ナ
ー
・

ケ
ナ
フ
の
は
が
き
作
り
・
お
楽
し
み
抽

選
会
・
ア
ニ
メ
映
画
の
上
映
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…
発
電
総
合
制
御
所

０
５
５
（
２
７
８
）
１
２
１
１

第
27
回
山
梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
郷

土
芸
能
・
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
合
同
発
表
会

日
時
　
11
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
開
場
　
午
後
１
時
30
分
開
演

場
所
　
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

出
演
高
校

郷
土
芸
能
部
門

県
立
か
え
で
養
護
学
校
・
県
立
わ
か

ば
養
護
学
校
・
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養

護
学
校
・
県
立
農
林
高
校
・
県
立
韮

崎
工
業
高
校
・
県
立
山
梨
園
芸
高
校

吟
詠
剣
詩
舞
部
門

日
本
航
空
高
校
剣
舞
隊

入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
　
郷
土
芸
能
・
吟
詠
剣
詩

舞
専
門
部
（
日
本
航
空
高
校
内
）

０
５
５
１
（
２
８
）
３
３
５
５

皮
膚
科
専
門
医
に
よ
る
無
料
ほ
く
ろ
診
察

11
月
12
日
は「
い
い
ひ
ふ
の
日
」で
す
。

こ
の
日
の
前
後
に
、
毎
年
無
料
の
ほ
く

ろ
の
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

山
交
デ
パ
ー
ト

内
容

山
梨
大
学
医
学
部
皮
膚
科
の
専

門
医
を
中
心
に
顔
・
手
・
足
（
足
裏

の
ほ
く
ろ
を
含
む
）
の
診
察

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
教
室

０
５
５
（
２
７
３
）
１
１
１
１

被害相談窓口の積極的な利用を
１犯罪被害者等のための相談窓口
県警察では、不幸にして犯罪被害に遭われた人やその家族からの相談窓口を

設置し、県民からの相談に応じています。また、被害者の経済的負担を軽減す
る犯罪被害者等給付制度もありますので、積極的にご利用ください。

【県警察における犯罪被害者等のための相談窓口】
○警察総合相談室　 055（233）9110または「＃9110」
○性暴力110番　　 055（224）5110（ＦＡＸ兼用）
○ヤングテレホン　 055（235）4444【甲府】（ＦＡＸ兼用）

0555（22）4444【富士吉田】（ＦＡＸ兼用）
○各警察署警察安全相談所　県下15警察署
※電話等の相談受付は、平日午前８時30分～午後５時、ＦＡＸは24時間
※ｉモード専用ＵＲＬ～
http://www.pref.yamanashi.jp/police/i/soudan.html

２犯罪被害者のための弁護士無料法律相談室の開設
県企画部県民生活センターの協力による、法律相談室を開設します。
開設日時 11月27日（月）午後１時～４時
開設場所 県民生活センター相談室（情報プラザ２階）
対　　象 犯罪被害者（家族・遺族を含む）のうち法律相談を希望する人
対 応 者 弁護士２名（相談者１名につき30分間）

■問い合わせ・申し込みは…
無料法律相談室は予約制です。次のいずれかに予約してください。
警察本部犯罪被害者対策室　 055（235）2121
甲府警察署警務課　　　　　 055（232）0110
南甲府警察署警務課　　　　 055（243）0110
韮崎警察署警務課　　　　　 0551（22）0110

飲酒運転はやめましょう
死亡事故等重大事故のほとんどは、飲酒運転等悪質違反を伴っています。ア

ルコールは少量でも運転に必要な慎重さや冷静さを失わせ、的確な運転操作を
不可能にしてしまいます。
道路交通法では、酒酔い運転は懲役３年以下または罰金50万円以下、酒気帯

び運転は懲役１年または罰金30万円以下で、非常に厳しい処罰の対象となりま
す。更に、アルコールの影響により正常な運転が困難な状態で交通事故を起こ
し人に怪我をさせた場合は、泥棒や詐欺よりも重い15年以下の懲役、人を死亡
させてしまった場合は１年以上で上限のない懲役の対象となります。
酒酔い運転は自転車でも処罰の対象となり、運転する人にお酒を勧めるなど、

飲酒運転を助ける結果となってしまった場合も処罰されます。
お互いに注意して飲酒運転を絶滅しましょう。
安全で住みよい社会を築くため、飲酒運転を社会から追放しましょう。

■問い合わせは…県警察本部交通指導課　 055（235）2121
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■
11
月
の
休
館
日
の

お
知
ら
せ

館
内
６
か
月
点
検
の
た

め
、
次
の
期
間
、
総
合
屋

内
プ
ー
ル
（
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
も
含
む
）
の
営

業
を
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

休
館
期
間

11
月
６
日（
月
）
〜

10
日（
金
）

※
屋
外
の
公
園
（
芝
生
広

場
、
遊
具
等
）
に
つ
い

て
は
利
用
可
能
で
す
。

■申し込み・問い合わせは…玉幡公園管理課（玉幡公園内） 055（276）4189

参考：Kai・遊・パーク施設利用料 
種　　　　別 

利用券（１回分） 

回数券（11回分） 

年間利用券（１年間） 

利用券（１回分） 

回数券（11回分） 

年間利用券（１年間） 

年間利用券（１年間） 

500円 

5,000円 

30,000円 

800円 

8,000円 

48,000円 

200円 

2,000円 

12,000円 

300円 

3,000円 

18,000円 

大　　人 小中学生 区　分 

市　内 

市　外 

法　人 80,000円 

●事前申込み型レッスン（第３期・11月21日から開催）
回数の決まった参加者固定のレッスンです。
申込方法　電話のみの受付で定員になり次第締切。（受付日は休館期間中につき、窓口受付は不可）

※一人で複数のレッスンの申込みは可能ですが、複数名分の申込みはできません。
受付日時　各レッスンで異なります。指定日時以外は受付できません。 受付予備日は11月11日

（土）12日（日）で定員に達していなければ予備日での申込みが可能です。
※参加が確定した人には、初回の日までにレッスン内容等の通知を郵送します。

受 講 料 施設利用料のほかに保険料・受講料として回数に関係なく1,000円の参加料
（施設利用料については、初回に回数券または年間利用券の購入が必要）

●オープン参加型レッスン（現在開催中）
当日の申込みで参加が可能な回数の制限のないレッスンです。
内　　容 Kai・遊・パーク内に各月で予定表をご用意しています。詳しくはKai・遊・パークまで

お問い合わせください。
受 講 料 施設利用料のほかに保険料・受講料として１回100円

レッスン名  定員 回数 開　　催 時　　間 内　　　　容 申込受付日時 

ヨ　ガ　（午前） 

ヨ　ガ　（午後） 

転倒予防の運動教室 

美しい身体を追求する 
シェイプアップ教室 

11月21日 
～３月27日 

毎週火曜日 
（12月26日、１月２日、 
１月９日、２月13日は休み） 

有酸素運動で脂肪を燃焼させる効果と、
身体の歪みを改善し、体のバランスを整
える効果があります。 

反射運動、筋力トレーニング、ストレッチ
などを行い、骨粗しょう症、バランス能力
の回復を目指します。 

水の中で行うアクアビクスは陸上の３倍
の運動量。水に顔をつけないので泳ぎが
苦手な人も安心のレッスンです。 

もっときれいなフォームで泳ぎたい人､
アテネオリンピックスイマーの長田友喜
子が指導します。 

腰痛・肩こり・膝痛などの予防・改善のた
めに、筋肉をバランスよく鍛え、代謝の
よい若い身体をつくります。 

身体と頭と心の調和を目的とした究極
のエクササイズ。 

初心者でも安心。リズミカルな音楽にあ
わせ水中でのウォーキングや軽運動で
楽しく身体を動かします。 

これから少しずつ運動を始めたい人を
対象に、ウォーキング、筋力トレーニング、
ストレッチングを行ないます。 

息継ぎができない、もう少し長く泳げる
ようになりたいという３～６年生を対象
に長田友喜子が基礎から教えます。 

軽快なリズムにのって全身運動を行い、
心肺機能を高めます。 

インナーマッスルを鍛え筋肉のバランス
を整えながら美しい身体をつくります。 

11月22日 
～３月28日 

毎週水曜日 
（12月27日、１月３日は休み） 

11月23日 
～３月29日 

毎週木曜日 
（12月28日、１月４日は休み） 

11月24日 
～３月30日 

毎週金曜日 
（12月29日、１月５日は休み） 

脂 肪 燃 焼 系  
ア ク ア ビ ク ス 

レ ベ ル ア ッ プ  
ス イ ミ ン グ 

エンジョイアクア 
ウ ォ ー キ ン グ 

ジュニア水泳教室 
（中　　級） 

55歳からの筋トレ 

ピ ラ テ ィ ス 

ウ ェ ル ビ ク ス 

エ ア ロ ビ ク ス 

30人 

30人 

20人 

20人 

30人 

15人 

20人 

20人 

20人 

30人 

20人 

15人 

15回 

17回 

午前10時30分～ 
（45～60分） 11月８日（水） 

午前９時～　 

11月８日（水） 
午前11時～　 

11月９日（木） 
午前９時～ 

11月９日（木） 
午前11時～ 

11月10日（金） 
午前９時～ 

11月10日（金） 
午前11時～ 

午後１時00分～ 
（45～60分） 

午後２時30分～ 
（45～60分） 

午前10時30分～ 
（45～60分） 

午前10時30分～ 
（45～60分） 

午後２時00分～ 
（45～60分） 

午前10時30分～ 
（45～60分） 

午後１時30分～ 
（45～60分） 

午後４時30分～ 
（60分） 

インフォメーションインフォメーション
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家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
11月は次の日をお休みとさせていた
だきます。
毎週金曜日、祝日（23日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
11月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（３日）
受入時間 午前９時～正午、午後１時～午後４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下のも
のに限ります。果樹のせん定枝についても対象と
します。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付
いた物、および草・竹等は受入しませんので注意
してください。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限り
無料で差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取りに
来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参して、
係員の指示に従ってください。

ねこと楽しくつきあうための飼
い方教室です。
最近、ねこの放し飼いによるふ

ん尿被害や、交通事故、迷子等が
非常に問題となっています。
そこで、ねこの本能・習性について

やねこの屋内飼養、所有者表示等といった飼
い主の責任についてわかりやすい講習会を行いま
す。
また、普段みなさんが悩んでいる、ねこの問題

行動やしつけ方等についての相談会を行います。
日時 11月25日（土）午後２時30分～４時（受付

は、午後２時から）
場所 甲府市北部市民センター

（甲府市湯村３ー５ー20）
講師 農学博士　加隈

かくま

良枝さん
内容 ・ねこの本能・習性について・問題行動に

ついて・質疑応答
受講料 無料

市では、清潔な環境づくり
のため、全世帯からご出労を
いただいて市内の河川清掃を
行っています。
みなさんの手で川をきれい

にしましょう。
詳しくは各自治会の役員さ

んをとおして連絡しますので、
みなさんのご協力をお願いし
ます。
実施日時 12月3日（日）午前７時30分～
※小雨決行（悪天候の場合は12月10日（日）に延期し
ます。延期の場合は、防災無線にて午前６時30分
に連絡します）

実施地区 敷島地区（睦沢、清川および吉沢地区は除く）
注意 次の作業方法を必ず守ってください。
①自治会の責任者の指示により作業を行うこと。
②河川・側溝内の清掃であって、個人等のごみの便
乗搬出は絶対にしないこと。

③堆積物を次の３種類に必ず分けること。
・土砂（各自治会のダンプに積む）
・燃えるごみ（水分を良く切って指定のごみ袋で出す）
・燃えないごみ（水分を良く切って指定のごみ袋で出
す）

■問い合わせは…
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

ねこの適正飼育講習会

敷島地区で河川清掃を実施します

せん定枝粉砕処理

ごみの減量化は、私たち一人ひとりが暮らしの
中のちょっとした心がけを続ければ、生活のムダ
と一緒にごみが減り、環境にやさしい生活を送る
ことができます。甲斐市では、ごみの減量化と資
源リサイクルの促進を目的に次の内容の講演会を
企画しました。多くの人の参加をお待ちしていま
す。
講師 松田美夜子さん（生活環境評論家・リサイク

ルシステム研究家）
日時 11月11日（土）午後１時30分～
場所 甲斐市双葉ふれあい文化館
入場無料
主催　甲斐市
～講師プロフィール～
松田美夜子 （富士常葉大学環境防災学部教授・生活環境評論家）
国の審議会専門委員として「廃棄物処理法」「容器包装リサイクル法」

「家電リサイクル法」「自動車リサイクル法」「パソコンリサイクル法」の制
定にかかわる。
現在は内閣府・経済産業省・環境省・文科省・農水省の審議会委員とし

て循環型社会システムづくり、温暖化と環境税、放射線廃棄物の管理シス
テムなどのプロジェクトに参加。リサイクル問題のエキスパートとして、
講演、執筆、テレビ、ラジオのコメンテーターなどの多方面で活躍中。

環境講演会「ごみゼロ社会を目指して」
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●運動教室
生活習慣病予防のため、ご
自身の生活改善をしたいと
思っている人を対象に運動
教室を実施します。
対象者　高血圧、肥満、糖尿
病、高脂血症など何らかの
異常があり運動の必要な人

各健康教室終了者（糖尿病教室、ヘルシー教室等）
で引き続き食事、運動等の相談を希望される人
内　容 軽運動、健康相談
日　時 11月15日（水）午後1時30分～3時
場　所 竜王保健福祉センター
※運動のできる服装でお出かけください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運動
をおこなうための、健康運動指導士による指導を
行います。

日　時 11月7・21日（火） 午後４時～５時
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)必要。
持ち物 運動靴/運動のできる服装

予約制となりますので、希望日をご連絡
下さい。

②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を、受講でき
ない次の人を対象に、個別運動指導を行います。
指導は予約制。
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められ
るが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受
けるのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書(費
用の補助はありません)が必要な場合もあ
ります。
聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・お問い合わせは…
敷島保健福祉センターに直接(月曜日休館)
055（277）7311

1

●いきいき健康教室
いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるように介護予防を中心に様々なテーマで健康教室を

開催します。 対象者は、興味関心のある人どなたでもです。

●脳のいきいき教室
甲斐市では、市内4か所に在宅介護支援センターを委託し、次のとおり市と共催で認知症予防のための講座

を開催します。対象者は、興味関心のある人どなたでもです。
テーマ・講師 日時 場所 問い合わせ（委託先）

～物忘れなどの予防講座～
講師・指導員　グループホーム「めだかの学校」 ケアマネージャー 鈴木　千春

シニア管理者 輿石　みどり

～転倒しない身体づくり～
甲府南ライフケアセンター　副施設長兼リハビリ責任者　井口　恭一　先生

11月18日（土）
午後２時30分～

新田公民館
団子新居1380

「ひかりの里」双葉
在宅介護支援センター
0551(28）5545

11月20日（月）
午後1時30分～3時

上篠原区集落集会所
篠原1-5

めぐみ荘在宅介護支援センター
055(278）0881

音楽療法～音楽と心～
ミュージックラボ やまなし　音楽療法士 青柳 伸二

11月21日（火）
午後２時～３時30分

竜王南部公民館
西八幡1976-1

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113

●介護予防教室
甲斐市では、市内4か所に在宅介護支援センターを委託し、次のとおり市と共催で介護予防のための

講座を開催します。対象者は、興味関心のある人どなたでもです。

テ　ー　マ　・　講　　師 日　　　　時 場　　　所
○楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 11月２日（木）午後１時～１時30分 百楽泉 多目的ホール

○運動機能低下予防
市保健師・看護師 11月８日（水）午後１時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

○お口の健康講座
山梨歯科衛生士会監事　牛山　京子 11月16日（木）午前11時30分～正午 百楽泉 研修室

○楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 11月30日（水）午後１時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

テーマ・講師 日時 場所 問い合わせ（委託先）
～転倒骨折を予防するために自宅でできる体操～
理学療養士

～高齢者の食事について～
ひかりの里 管理栄養士 飯室　みのる
双葉在宅介護支援センター　ケアマネージャー 保坂　かおり

海野　松美

11月14日（火）
午前10時～11時30分

敷島台集会場
牛句2750-7

在宅介護支援センター敷島荘
055(277）8818

11月18日（土）
午後１時30分～

新田公民館
団子新居1380

「ひかりの里」双葉在宅介護
支援センター
0551(28）5545



●麻しん、風しんの予防接種および経過措置について
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、4月より

麻しん・風しん予防接種が混合ワクチンとなり、接種回数も２回接種
となりました。対象年齢については、第１期（１回
目）12か月から24か月未満の人、第２期（２回目）
５歳以上７歳未満で就学１年前から就学前日までの
人（いわゆる年長児）です。
なお、６月より再度一部改正があり麻しん・風し

ん単独予防接種についても定期予防接種と定められ
ました。対象年齢内の人でどちらか片方のみ接種し
ている人、またはどちらか片方の病気にかかってし
まった人はそれぞれ単独の予防接種を受けることが
できます。
＜Ｈ19年３月31日までの経過措置＞
対象年齢外（２歳以上７歳６ヵ月未満の人で第２期の対象とならない人）の内、麻しんおよび風しんと
もに未接種の人、どちらか片方のみ接種（または病気にかかった）の人について平成18年９月１日～平
成19年３月31日までの間、経過措置を行い公費負担で接種できます。対象となる人は医師と相談の上、
接種を勧めてください。接種方法等不明な点は下記までお問い合わせください。
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

指定医療機関 住　　所 電話番号 インフル エンザ 
乳幼児 
個別接種 

インフル 
エンザ 

乳幼児 
個別接種 指定医療機関 住　　所 電話番号 

林野医院 

保坂医院 

広瀬外科医院 

竜王リハビリテーション病院 

赤坂台病院 

神田内科医院 

清水内科循環器科 

中沢クリニック 

杉田小児科医院 

芦沢内科小児科医院 

竜王レディースクリニック 

竜王共立診療所 

保坂メディカルクリニック 

芦沢整形外科医院 

千須和医院 

福島整形外科 

三枝病院 

いいの整形外科 

おかべ内科神経科クリニック 

山内耳鼻咽喉科医院 

大久保医院 

小山医院 

志鎌整形外科 

敷島クリニック 

大沢医院 

大房整形外科眼科医院 

うちやま泌尿器・腎ｸﾘﾆｯｸ 

ながせき頭痛クリニック 

桜こどもクリニック 

中島医院 

双葉クリニック 

本橋医院 

響が丘整形外科 

ふたば内科消化器科医院 

登美の丘クリニック 

りほく病院 

ひかりの里クリニック 

西八幡２４３６ 

富竹新田４１０ 

富竹新田１１７９ 

万才２８７－７ 

竜王新町２１４０ 

西八幡９０４－１ 

篠原１４２９－１ 

竜王３０９１ 

篠原２７６３－１ 

玉川１５９－１ 

篠原２１９９ 

富竹新田２３１－１ 

篠原２１８９－１ 

富竹新田１５０１ 

西八幡４３５７－１ 

西八幡１１９６ 

竜王新町１４４０ 

竜王７６４－１ 

万才833－1 

篠原２２６－５ 

島上条２１３－３ 

島上条４９２－１ 

長塚２ 

中下条２４６ 

長塚１１５－１１ 

島上条７１４－１ 

中下条９２６－１ 

中下条１８４４－３ 

中下条１９００ 

下今井８８－１ 

竜地４７１０－１ 

岩森７９－１ 

竜地２５６３－１４ 

竜地２７９５－１０ 

竜地６６６０ 

岩森１１１ 

宇津谷１１１１ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

０５５（２７６）２８１６ 

０５５（２７６）２６１９ 

０５５（２７６）２３２３ 

０５５（２７６）１１５５ 

０５５（２７９）０１１１ 

０５５（２７６）１５１５ 

０５５（２７９）３３６６ 

０５５（２７６）８１１１ 

０５５（２７９）２０８８ 

０５５（２７９）３３５５ 

０５５（２７９）４１３２ 

０５５（２７９）８６１１ 

０５５（２３０）６５５0 

０５５（２７６）８５６６ 

０５５（２７６）１２８８ 

０５５（２７９）２２５５ 

０５５（２７９）０２２２ 

０５５（２４０）８５８０ 

０５５（２７5）1117 

０５５（２７９）３３３９ 

０５５（２７７）２１２９ 

０５５（２７７）５１０２ 

０５５（２７７）６７６１ 

０５５（２７７）８３００ 

０５５（２７７）１０２０ 

０５５（２３０）９２００ 

０５５（２７７）１２１１ 

０５５（２６７）２２１１ 

０５５（２６７）０５０５ 

０５５１（２８）２１８１ 

０５５１（２８）６７８９ 

０５５１（２８）６１３０ 

０５５１（３０）８１００ 

０５５１（２８）８２２７ 

０５５１（２８）６８８７ 

０５５１（２８）８８２０ 

０５５１（２０）３９００ 

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期とし
て二種混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していな
い場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、下記までご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証 接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法 １週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置され

ています。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●予防接種指定医療機関

接　　種　　歴 

麻しんのみ 
接種している人 

風しんのみ 
接種している人 

麻しん、風しん両方 
とも接種している人 

麻しん、風しん両方 
とも未接種の人 

第１期 
（12か月以上24か月未満） 

○ 
（ただし、風しんの単独予防接種を接種） 

○ 
（ただし、麻しんの単独予防接種を接種） 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

第２期 
（年長児） 
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●介護予防のための「お口
く ち

の健康教室」
「おいしく食べたり会話を楽しむことができないなど」、お口が寝たきり状態に

なってはいませんか。介護状態にならないためには、口（口腔）の機能も大切で
す。教室では、専門家のお話と個別の相談を行います。お気軽にご参加ください。
対象者 市内在住の65歳以上の人　　時　間 午後１時～
開催日 11月14日（火）敷島保健福祉センター

11月21日（火）双葉保健福祉センター
12月06日（水）竜王北部公民館

■申し込み・問い合わせは…高齢福祉課地域包括支援センター担当（敷島庁舎1階）
055（277）3116

2

●高齢者等インフルエンザ予防接種
対　象　１）市内に住所を有する65歳以上の人

２）市内に住所を有する60歳～64歳の人であって、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人

接種期間 10月１日～平成19年１月31日 接種医療機関 市内指定医療機関
自己負担 1,000円 持ち物 保険証、または老人医療受給者証
接種方法 希望する指定医療機関に予約をし、接種を行なってください。予診票は各指定医療機関の窓口

に設置されています。対象者のうち、生活保護世帯の人は接種費用の助成があります。健康
増進課、または各地域課窓口にて申請を行なってください。なお市外医療機関を希望の人は、
料金等お問い合わせください。

●健康づくり体験学習会
日頃の生活習慣を見直し、元気で楽しく生活できるよう健康について皆さんで考えてみませんか。講習

および調理実習を通じた体験学習の講習会です。
講習会修了者には、「ヘルスサポーター21登録証」を差し上げます。

対　象　健康に関心があり実践する意欲のある人（男女問わず）
日　程 12月６日（火） 場　所 竜王保健福祉センター 定　員 30名（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●乳幼児予防接種について
11月よりポリオ予防接種を実施します。集団予防
接種は混雑を避けるため会場を分けていますが、
都合がつかない場合は、他の会場で受けることも
可能です。

集団予防接種受付時間
竜王保健福祉センター 午後１時30分～２時30分
敷島保健福祉センター 午後１時～１時50分
双葉保健福祉センター 午後１時30分～２時30分

ＢＣＧ、三種混合、二種混合 
麻しん風しん混合 
麻しん、風しん、日本脳炎 

内　　　容 種　別 実施月日  実 施 場 所  持 ち 物  対象地区（月齢） 

ポリオ 集団接種 

11月 ９日（木） 

11月13日（月） 

11月17日（金） 

11月22日（水） 

11月29日（水） 

12月 ７日（木） 

12月 13日（水） 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 

敷島保健福祉センター 

個別接種 

竜王 
（３か月～10か月児） 
敷島 
（11か月～７歳６か月未満児） 
双葉 
（３か月～７歳６か月未満児） 
竜王 
（11か月～7歳６か月未満児） 
敷島 
（３か月～10か月児） 
竜王 
（３か月～７歳６か月未満児） 
敷島 
（３か月～７歳６か月未満児） 

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 

母子健康手帳 
予診票 

母子健康手帳 
予診票、保険証 

※麻しん風しん混合予防接種の予診票は、各医療機関に設置してあります。
※日本脳炎予防接種については平成17年５月30日より引き続き積極的勧奨を差し控えます。



●人間ドック受診申し込み
申込期間 11月1日（水）～11月8日（水）
対 象 者 40歳以上の人
※社会保険本人は対象外です。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎１階）、竜王支所地域

課（竜王庁舎１階）、双葉支所地域課（双葉
庁舎１階）

申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。受診
券を発行します。申し込みの際に委託医療機
関から受診医療機関を選んでいただきます。

※総合健診申込書とは別に申請が必要です。
料　　金 委託医療機関によって受診料が異なりま

す。市では、検査項目により次のとおり金
額を補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、または乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
両方含む人は、33,000円
○自己負担金は約6,000円～8,000円です。
（オプションは自己負担です）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府市
医師会健康管理センター、中沢クリニック、
竜王リハビリテーション病院、竜王共立診療
所、赤坂台病院、

※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付し
ます。

※医療機関への受診予約は、受診券の発行後になり
ます。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。生活習

慣を改善することが一番大切です。生活習慣を見直
し、改善に努め、より健康な生活が送れるよう役立
てていただくために結果説明会をおこないます。

双葉･竜王地区

敷島地区

受付時間
①午前９時30分～10時
②午後１時30分～２時
対象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について｣の用紙
※日程変更希望の人は、ご連絡ください。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●不妊治療費助成事業について
市では、平成18年４月から新規事業として、

不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治
療（体外受精及び顕微受精）については、１回
の治療費が高額で経済的負担が重いため、その
軽減を図ることを目的として、費用の一部を助
成します。
（対象者）
１．夫婦のどちらかが申請時に１年以上継続し

て甲斐市に住所を有していること
２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療
（体外受精及び顕微受精）以外の治療法に
よっては妊娠の見込がないかまたは極めて
少ないと医師に判断された夫婦であるこ
と。

３．夫婦の所得合計額が650万円未満であるこ
と。
※所得額は児童手当における所得計算方法
を準用します。

（助成額）
１年度当たり10万円を限度に通算２年間
（手続き）
治療が終了した日から起算して１年以内に申請
書等を市に提出する。なお、平成18年４月１
日以降に開始された治療であること。
※申請に必要な書類は下記までお問い合わせく
ださい。

説明会日 受付時間 場　所

11月06日（月）

11月10日（金）

11月17日（金）

11月21日（火）

11月24日（金）

11月28日（火）

①

①

②

①

①

①

双葉保健福祉センター

竜王保健福祉センター

竜王保健福祉センター

双葉保健福祉センター

竜王保健福祉センター

竜王保健福祉センター

双葉･竜王地区
で健診を受けて
結果をまだ取り
にきていない人

健診受診日

説明会日 受付時間 場　所

11月07日（火）

11月10日（金）

11月15日（水）

11月20日（月）

11月30日（木）

①

①

①

②

①

敷島保健福祉センター

敷島地区で健診
を受けて結果を
まだ取りに来て
いない人

健診受診日



●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健

診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：11月13日（月）竜王保健福祉センター

：11月22日（水）敷島保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後1時15分～1時30分

（教室 午後1時30分～4時頃）
持ち物 母子健康手帳、離乳食用スプ
ーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイ

ズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参してくだ

さい。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

内　　容 

4・11か月児健診 

〃 

4か月児健診 
11か月児健診 
1歳6か月児健診 

〃 
2歳児健診 
〃 

3歳児健診 
〃 

実施月日 

11月22日（水） 

11月28日（火） 

11月24日(金） 
11月３０日(木） 
11月 2 日（木） 
11月10日(金） 
11月 1 日(水） 
11月 8 日（水） 
11月14日（火） 
11月16日（木） 

該　当　児 
4か月児：H18．7月生 
11か月児：H17．11月生 
4か月児：H18．7月生 
11か月児：Ｈ17．11月生 

H18．7月生 
H17．11月生 

H17．4月生 

H16．10月生 

H15．5月生 

対象地区 

敷島 

双葉 

竜王 
竜王 
竜王 

敷島・双葉 
敷島・双葉 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 

実 施 場 所 

敷島保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 
 後期の離乳食教室 11月 6 日（月） H18． 1 月生 竜王保健福祉センター 
 前期の離乳食教室 11月27日（月） H18． 5 月生 双葉保健福祉センター 

発 行 時 間  
場 所  
持 ち 物  

開庁時間（午前８時30分～午後５時15分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　　　容 
第４課　歯科教室 

（歯科衛生士、保健師） 
第５課　お産のリハーサル 

（助産師、保健師） 
第６課　赤ちゃんを迎える準備教室 

（保健師） 

実施月日 
11月13日（月） 
午前9時30分～正午 
11月20日（月） 
午前9時30分～正午 
11月27日（月） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
甲斐市に在住する 
5か月過ぎの妊婦 

甲斐市に在住する 
8か月過ぎの妊婦 

実施場所 

竜王保健福祉センター 

持参するもの 

 

母子健康手帳、筆記用具 
※第4課 
　普段使用しているハブラシ 

内　　　容 
 

マタニティービクス 
（講師）マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師 

実施月日 
 

11月15日（水） 
午前９時30分～正午 

対　　象 
 

甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 
 

竜王保健福祉センター 
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水 木 金 土 

 

 

 

 
 

 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 

●休館日 
●点検休館 
●野菜即売会 
　午前9：00　JA玉幡 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　敷島総合文化会館 
●いきいき健康教室 
　午後1:00～1:30  
　志麻　　　　　　　　

●休館日 
●野菜即売会 
　午前9：00　JA玉幡 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　双葉公民館 
●いとうひろし講演会 
　午後2:00  
　竜王図書館視聴覚室 

 

 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
 

 

 
 
 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前9：00　JA玉幡 
●市民相談　　　　　　
午後1:30～4:00  
　竜王南部公民館 
●家庭相談室定例相談会 
　午後1:30～3:30  
　敷島庁舎福祉相談室 

●いきいき健康教室 
　午後1:00～1:30 
　百楽泉多目的ホール 

●いきいき健康教室 
　午後11:30～正午 
　百楽泉研修室 
 

Topics

●点検休館 
●無料法律相談 
　午後1:00～4：00 
　竜王北部公民館 
 

 

●休館日 
●野菜即売会　　　　 
　午前9：00　JA玉幡 
●行政相談 
　午後1:30～4:00  
　竜王北部公民館 

●青空市場　 
　午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
●落語で学ぶ成年後見制
度講演会 

　午後1:00（受付） 
　敷島総合文化会館 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
●図書館教養講座 
　午後2：00 
　敷島総合文化会館視聴
覚室 

Kai・遊・パークでは、22日の午後１時から５時まで市内
在住障害者および市内在住満６５歳以上の方に施設を
無料開放します。どうぞ、ご利用ください。 
 
秋の全国火災予防運動【11月９日（木）～15日（水）】 
全国統一標語 

「消さないで　あなたの心の　注意の火」 
　11月８日（水）には、ドラゴンパークでイベント「消防
ひろば」が開催されます。（震度体験、煙体験、消防車輌
展示、防災用品などの展示など） 

●図書館まつり（～５日） 
　竜王・敷島・双葉図書館 
●甲斐市文化協会文化祭
（～５日） 
　午後9:30～ 
　敷島総合文化会館等 

●12月分学校体育施設・
１月分社会体育施設開
放随時受付開始 

●休館日 
●温泉施設無料開放 

●休館日 
●野菜即売会　　　　 
　午前9：00　JA玉幡 
 
  
 

●休館日 
●いきいき健康教室 
　午後1:00～1:30 
　志麻の湯ことぶきセンター 
●国民健康保険税第５期
納期限 

●点検休館 
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日 月 火 

●休館日 
 

 

 

  
 

●休館日 
 

●休館日 
●点検休館 
 
 

●休館日 
 
  
 

 ●休館日 
 
  
 

 

●休館日 
  
 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前9：00　JA竜王 

 
 

 
  
 

●クラインガルテンゆうのう
市場　午前9：00 

　クラインガルテンクラブハウス 
●第３回甲斐市駅伝大会 
　午前9：30～ 
　敷島総合公園 

●市民バドミントン大会 
　午前8：30～敷島体育館 
●クラインガルテンゆうのう
市場　午前9：00 

　クラインガルテンクラブハウス 
●青少年健全育成推進大
会・講演会　午後1：00 

　敷島総合文化会館 
 

●休館日 
●県民の日無料開放 
●12月分学校体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後7：00 双葉公民館 
●1月分社会体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後8：00 双葉公民館 
 

  

●クラインガルテンゆうのう
市場　午前9：00 

　クラインガルテンクラブハウス 
●堀内孝雄コンサート 
　午後6：00～ 
　ふれあい文化館 

●バレーボール祭り 
　午前8：30 
　竜王小体育館　他 
●クラインガルテンゆうのう
市場　午前9：00 

　クラインガルテンクラブハウス 

※なお、次の字名の甲斐市牛句・大久保・
境・大下条・中下条・長塚・島上条・天狗
沢の方は、甲府市水道局区域になりま
すので甲府市水道局へ問合せ願います。 
■甲府市水道局 
　　055（228）3311

　水道　休日当番 

甲信ﾕﾆｯﾄ設備 
松本住宅産業 
甲信ﾕﾆｯﾄ設備 
松本住宅産業 
甲信ﾕﾆｯﾄ設備 
松本住宅産業 
佐藤設備 
田中興業 
佐藤設備 
田中興業 

鷹野設備工業 
山野設備工業 
鷹野設備工業 
山野設備工業 
田中設備 
双葉設備 
田中設備 
双葉設備 
田中設備 
双葉設備 

３（金） 
 

４（土） 
 

５（日） 
 

11（土） 
 

12（日） 
 

18（土） 
 

19（日） 
 

23（木） 
 

25（土） 
 

26（日） 

055（276）5053 

055（277）2031 

055（276）5053 

055（277）2031 

055（276）5053 

055（277）2031 

055（279）0502 

055（277）3401 

055（279）0502 

055（277）3401 

055（276）2297 

0551（28）2570 

055（276）2297 

0551（28）2570 

055（279）0447 

0551（28）4775 

055（279）0447 

0551（28）4775 

055（279）0447 

0551（28）4775

 

事業社名 

中村設備工業 

所在 

笛吹市八代町北1275

電話番号 

055(265)1237

甲斐市指定給水装置工事事業者(新規） 

2827

2120

13

26

19

12 14

765

    

凡
　
例 
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甲府・韮崎線
（山の手通り）

国道20号

中央自動車道

JR中央本線

甲
斐
・
中
央
線

山梨大学医学部附属病院方面

りほく病院方面

敷島団地方面

●りほく病院

●登美駐在所
●登美上宿

●登美仲宿

敷島（滝坂下）
●
敷島（滝坂下）
●

●志麻の里

●敷島団地

●上町北

●事業団住宅入口

●金の宮住宅入口●金の宮住宅入口

●松島団地

●●さつきの団地

●●大下条西

●双葉ﾆｭｰﾀｳﾝ
●響が丘

●登美希望が丘●登美希望が丘

●●●JR竜王駅（山梨交通駐車場内）●●●JR竜王駅（山梨交通駐車場内）

●竜王中学校

●JA玉幡集荷場

●JA玉幡支所
●kai・遊・パーク入口

●玉川東区（小作前）

●玉川団地西
●玉川西区

●築地新居
●山梨大学医学部附属病院

●山梨中央銀行竜王支店前

●甲斐市役所竜王庁舎
りほく病院方面使用バス

山梨大学医学部附属病院方面使用バス

敷島団地方面使用バス

JR中央線のダイヤに合わせた運行で、通勤・通学にも便利です。
利用状況により市内における公共交通のあり方を検討したいと考えています。
皆さんのご利用をお待ちしています。
運賃：乗車１回　１００円（竜王駅で乗り換える方は乗車２回となります）
試行運行期間：平成20年３月31日（月）まで（土日祝祭日、年末年始を除く）
※運行ダイヤについては広報誌９月号に掲載しておりますので、ご確認ください。
また、各庁舎の窓口に運行ダイヤの案内をご用意しています。
■問い合わせは…　企画課（竜王庁舎２階） 　055（278）1662

竜 王 駅

● 路線図 ●

　市ではJR竜王駅を中心として「山梨大学医学部附属病院方面」「りほく病院方
面」「敷島団地方面」の３路線でコミュニティバスの試行運行を行っています。

古紙配合率100％再生
紙を使用しています

この印刷物は環境にやさしい
大豆油インキで印刷しています




